
第６章　決済

資料3-6-1　政府のＥＣ、電子決済関連施策事項

①ネットワークインフラ整備推進（トータルデジタルネットワークの

構築）

②ICカード関連

・保険証のICカード化……97年度中に関係者の調整完了

・ICカードのための診療関連情報の標準化

・公共輸送分野……99年までにノンコンタクト型ICカードによる共

通乗車券システムの開発と実施

・高速道路交通システム……ノンストップ自動料金収受システムの

構築

③制度関連

・EC. 電子決算システムの本格的普及へ向けて、すべての必要措置

を2001年までに講じる

・電子的契約を巡る法律関連　　　　・消費者保護制度の在り方

・電子マネーに関する制度の在り方　・新たな犯罪への対応

・電子公証、認証制度に関する法整備　・EDIの普及促進

（全産業の70％）

資料3-6-3　電子決済タイプと電子マネー分類

資料3-6-2　現行の支払い手段と電子決算の関係

現実の支払い手段 電子 決算 実現例

小切手 小切手 ベース電子 決算

チェッ クフリ ー

ネットチ ェッ ク

FSTC

クレジットカード クレジットカードベース電子決算

SET

サイバーキャッシュ
ファーストバーチャル

銀 行振込 み ジ ャストペイド型電 子決算
ネットビ ル

金融EDI

プリペイドカード

現金
電子現金

カ ード型
モンデ ツクス
ビ ザキ ヤツシュ

EMV

ネッ トワ ーク型 ｅキャッシュ

決算タイプ 使用 メディア 決 算手段 通用 範囲* 対 象取引 分野 代表（ 例）

ア クセ ス型

磁気カ ード
ICカ ード

ネットワ ーク（PC ）

・電子デビット

・電子小切手

・電子 クレジット
・電子為替

クロ ーズド

現行取引分野

(対面取引)

電子商取引分 野
(非対面取引)

・ゲルトカルテ（独）
・バンクカルテ（仏）

・ビ ザカード（米）

・マスタ ーカ ード（米）
・ファーストバ ーチャル（米）

・E,チェッ ク（米）

ストア型

ICカ ード 電子マ ネー
クロ ーズド
オープン

現行取引分野
電子商取引

・バンクカルテ（仏）

・ビ ザキ ヤッシュ（米）

・プロ トン（ベル ギー）
・ モンデッ クス（英）

ネットワ ーク（PC ） 電子マ ネー クロ ーズド 電子商取引
・デ ジキャッシュ（蘭）

・ サイバーキ ャッ シュ（米）

＊ クロ ーズドと は限 られた範 囲で通用し、個人間の決算には使 用されないタイプ

オープンと は個人間決済 も自由 にでき、転々と流通するタイプ

IIXj 資料3-6-1～3　筆者からの資料を元に作成

現状 にお ける ＥＣ と電 子決 済 シス テム

ネット ワ ー ク十｡で の電 子 商取引 は、 人 別す る と、消 賞者 と 企業

間(Business to Consumer － Ｂ to C ） と 企業 間(Businesslo

Business － Ｂ to Ｂ） の2 タ イプ に 分類 で きる。 い ずれ の タイプ も

「引 合い 一交 渉 一契 約 一配送 一決 済 」 とい うビ ジ ネスプ ロセ スを

通じて 商取 引が 成･y す る。 し たが って 決 済 という プロ セ スはビ ジ

ネスプ ロ セスか らい え ば、い ちプ ロ セ スで あ り、 商取 引を する当

事者 、取扱 商品 、 使川 する ネット ワ ー クな どに よって 決済方 法や

決済 手段 も異 なっ てく る｡。

本 稿にお いて は 紙幅 の関 係か ら消 費者 と 企業 間（以 ﾄ Ｂ゙tｏＣと

いう） に 限定し て 決済 方法、 決 済手段 な らび にビ ジ ネスとし ての

決済 サービ スについ て 説|川するこ とにす る。 現状段 階 におい て は

ＢtｏＣ問の|徇収 引 は広義 に は辿 信販売 上 の オン ラ インショ ッピ ン

グ分 野と位 概づ け られ てい る。 正伺 な統 計 数字は ない が、 郵政 省

の『通 信∩ 書』 に よる と97 年度 の わが国 の オン ラ イン ショ ッピ ン

ト イン タ ー ネッ ト 白書'98 １０ ６

グの総取扱鳥は約285億円の規模に達していると発表されている。

辿信販売の総取扱鳥は約2兆4,000億円規模であるところからビジ

ネス規模としてはまだまだ小さい。しかしＰＣの普及状況、イン

ターネット利川者の伸び率、コンテンツの充実度などからyiつて

21世紀は大規模市場に成長すると見込まれている。

利川器の決済方法としては代引き（商品と代金の引換）、振込

み（郵貯、銀行での振込み）電了決済（クレジットカード、電了･

マネーなど）によって行われるが､現状段階では圧倒的に代引き、

振込みによる決済が多く、電子決済システムを利川して決済する

利川者は少ない。

その事|||としては、安心して筒単に使える利用者環境と電子決

済に関わるインフラ基盤が整備されていないことが挙げられる。

96年度より行政サイド（辿産省、郵政省など）でも電子商取引、

電子決済システムの共通基盤整備のために人規模な予算を組み、

実川化のための商川試験プロジェクト(ECOM 、大宮のプロジ



電子決済はまだインフラ整備の段階

資料3-6-4　電子マネーの例とその特徴

電子マネー
のタイプ

名　 称 特　 徴 国内利用状況など

ICカード型 インターネットキャッシュ サイバービジネス協議会による電子マネー 利用者は､パソコンに

専用のICカード端末を接続し､インターネットを通じて､預金口座か

ら電 子マネーをカード内匚ダウンローﾄﾞ,ネット上のバーチャルモー

ルにアクセスし､カードに蓄 積された電 子マネーで代金を支払う

引き落とされた電 子マネーは､商店の預金口座に入金されるぃ利

用者間の譲 渡も可能い

98 年9 月に実験開始 予定ぃ銀行や電機メーカーなど37 社が参加を
予定している。当初は参加企業の社員を中心に1.000人をモニターに、

来年4 月からは一般公募によりモニターを1万人規模に拡大し､99年

3月まで1年間実験を行う，

ゲルトカルテ ドイツ銀行協会が96 年から本格導入したICカード型電子マネー,，

銀行の店 頭などに設置してある端末でカードにお金を移す,，

ドイツの貯蓄銀 行が中 心となり､97年10 月時点 で世界中で2.500万

枚発行されているぃ

スーパーキャッシュ NT 丁と日銀金融研究所が共同開発 専用端 末を通じて銀行の口

座からカード内に預 金をダウンロードし.買い 物をした分だけ店の

端末に支払う 、バーチャルモールと実際の店舗 のどちらでも利 用

できる､,各銀行がそれぞれ電 子マネーを発行するが､ 複数の 銀行

が発 行した電 子マネーを互いに流通させることも可能,，

９８年１０月頃 からモニ ター数１万 人を対 象 に 、G - Sq  u a re (

http://www･gsquare.or.jp/)などＷＷＷ上 のショッピングモールで実

験を開始 する,,さらに､99 年４月からカードを10万枚発行し､東京･ 新

宿地区で実際の店舗での実験開始予定2000 年の商用化 前提と

した本格的な実験で､世界 最大規模のもの匚なる見込み。

ビザキャッシュ

http://www.visa, co･jp/

ビザ･インターナショナルのICカード型電子マネー，ディスポーザフ

ル（使い捨て）タイプとリローダブル（再補充）タイプ､クレジットや

デビットカードと一体化した複合型の3種類があり､ディスポーザブル･

カードは予め貨幣 価値が決められている刀 ローダブル･カードは専

用端末やＡＴＭで使用 金額を補充して使う,，

97 年10 月より神戸を皮切りに実験開始,,神戸 では、１枚のICカード

にクレジットとビザキャッシュの2 つの機 能を搭載レ 実店舗と仮 想店

舗双方での利用が可能,98 年夏からは､東京の渋谷にて実験開始

予定で､IC型クレジットカード､IC型キャッシュカード､ビザキャッシュを

組み合 わせ､10 万枚以上カードを発行するぃなお､98 年3 月時点でヒ

ザキャッシュを利用した買い物は､22,587件41.995.620円分であった,，

モンデツクス
http：//www. mondex.com/

イギリスのナショナル･ウェストミンスター銀行が開発,､ＡＴＭや電 話、

パソコンなどを通じて預金をカード内匚ダウンロードし､支払い額 が

お店 の端末匚引き落とされていく,,また､個 人間の資 金移動も可

苜巨となっている､、

現在､ モンデックス社と邦銀の間で､邦銀からの出資の 見返りに､ モ

ンデックスの日本国内での営業権を邦銀に付与するという交渉か進

められている 、しかし､97 年2 月にモンデ`ックス社が米マスターカード

の傘下に入るなど､同 社の機構 が変 わったこと､日本の 金融システ

ム不安､ モンデックスが新技術であり､日本で受け入れられるまでに

時間がかかりそうなこと､などの 要因で交 渉は難航している，

郵便貯金ICカード 郵便貯金磁気カードで提供している､通常預金の預け入れや払い
戻し､残高照会などのサービス匚加え､新たに「電子財布」の機能

を盛り込んだものATM などを利 用して､あらかじめ貯金口座の一

部をカードに落として使う、

98 年2 月より､ 大宮 市内およびJR 大宮 駅周辺を対象に､カードを7万

枚発 行して､スーパー､コンビニなど87店 舗で実験開始,，

クレジット

カード型
アコシス

http://www.acorn CO･jp/acosis/

アコムを母体とするインターネット専用集金システム アコシスに

会員登録して､アコシスに加盟レこいるお店の商品をホームペー

ジ上で購入できる､,代金は登録した金融機関から引き落とされる，

96 年11 月より運用開始，

ファーストバーチャル

http二//www. firstvirtual.com/

フアーストバーチリ レ社による､世界初のインターネット上の決済シ

ステム､,500を超えるサイトの決済方法として利用されている,､同

社から与えられた会員番号をインターネットに人カレぐ電子決済する,，

会員の申し込みをするにはＶＩＳＡかMasterCard が必要 簡単で手

軽なシステムではある ，

94 年８月より運用開始，

電子現金型 ｅキャッシュ

http://www.digicash､com/

オランダのデジキャッシュ社による電子マネー ユーザーはインター

ネットを介してｨ反想ＡＴＭに接 続し､預金を自分のハードディスクに

引き出す,,換金可能な銀行もある，暗号応用技術｢ ブラインド署名｣

で電子マネ一の匿 名性を確保

97 年12 月､野村総合研究所(NRI) が日本 国内 での非 独占的 販売

代 理店となった、また､97 年6 月から98年3 月まで､ＮＲＩとさくら銀 行は

共同 でＮＲＩの社員のみを対 象に､ＮＲＩのイントラネット上匚銀行と店

舗を開設､ 実 験を行っている、社内以外の､ 一般を対象にした実験

は現 在のところやるかどうか未定，

そのｲ也 BitCashカード

http://www. BitCash.co.jp/

ビットキャッシュ社 が発 行する少額決 済用プリペイドカードぃネット

ワーク上 で代金を支払う時にカードに印刷されたID番号を打ち込

むと､サーバーで認証を行なって､商品の購入ができる，プリペイド

カードを書店などで購 入レてこないといけないか､ 名前を名 乗って

カードを購 入するわけではないので､匿名性か実現される。

97 年6 月より運用開始 ，

rＩコ 各社資料を７．に編集部で作成

エ クトな ど）を 蔀 進して い る　 併せ て 人蔵 竹法 務 竹など も法;ljlj度

而で の環境 整備を急 ピ ッチ に祁 めてお り、2000 年 まで に は社 会的

インフラ は 整備 さ れる だろ う（ 資料3-6-1 参照 ）

電子 決済シ ステ ムと 決済ビ ジ ネ ス

電j’･決 済 とは|徇取引 に よって 発生 す る収引 代 金の 決 済を電f･ 的

なf 段 （Ic カ ード 、Pc 、 ネット ワ ー クな ど ）を 使 川し て 電ｆ 的

に 行うこ とであ る と 、i‘える が、 そ の 支払 い 方法 にはい ろい ろ な 方

法が ある （資料3-6-2)

本稿 にお い てはＢtoc に 限定 して い るの でそ の 支払い 方法 は ク

レ ジ ット カード に よ る 後払い 、 電ｆ マ ネー （プ リ ペ イド カ ード ）

な どに よる 前払 い 、キ ャ ッシュ カ ード （デ ビ ット カード ） を使JI」

する 即時払 い （川 座振 替 等）がiﾓ たる 支払い 力法 となる 。

電r･ メデ ィア とし て はIc カ ード 、Pc お よ び ネット ワ ー クが使

川 される が、 支払い 処 理の 方法 は オフ ラ イン処 理 と オンラ イン処

川 に分け るこ とが で きる。

１０７

クレ ジ ットカ ー ド、 キ ャッ シュ カ ード （デビ ッjヽ カー ド） など

は り･f,iチェ ッ クや 囗座 残鳥 チェ ッ クが 必 須 条件 となる と ころ から

通 常は オンラ イン 処理 型 （セ ン ターア クセ ス型 ）であ るが 、プ リ

ペ イド カー ド （電r･ マ ネー 含 む） は カ ー ド|’|体あ るい はPc の 八

－ ドデ ィス ク自 体 に保 有す る 金額 デ ー タ（価 値デ ー タ） な どに よ

っ て決 済を する た め オフラ インJり（ スト ア バリュ ー 型） とｊ わ れ

て いる （資 料3-6-3 参 照 ）

決 済ビ ジ ネスのill場 とし て はリ ア ルワ ー ルド （現 実 礼 会 ）、 バ

ー千 ヤ ルワー ルド （ ネット ワ ー ク|･｡の 仮 想現 実 礼 会）の 双 方がマ

ー ケットで ある が 、現 状の 段 階で は リア ル 社 会で の 決 済ビ ジ ネス

が メ イン巾場で あ る。 電f･ 商収引 分 野で の 決済ビ ジ ネスは 成長が

期待 される 新jli場 では ある が 、マ ー ケ ット とし ては まだ 未成熟II」‘

場 であ る。 今後は インフ ラ 整備 （技 術、 運 川、 制皮 含 む） の進 艇

とと もに急 速 に決 済ビ ジ ネスとし て も 規模 が拡 人さ れ るだ ろう。

（ll川5 幹 郎 ・屯 ｆ 商収引 実､i）|五州 進 委ｎ 会）

インターネット白書'98･S
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